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問　

当
町
の
総
合
戦
略
は
人

口
減
少
が
前
提
だ
が
。

企
画
財
政
課
長　

日
本
創
生

会
議
で
は
２
０
４
０
年
に
当

町
は
１
３
６
０
０
人
の
推
定
。

問　

京
丹
後
市
で
は
７
万
人

台
に
将
来
増
や
す
計
画
を
し

て
い
る
。
当
町
も
人
口
増
の

方
向
で
計
画
す
る
べ
き
だ
。

島
根
県
邑
南
町
で
は
５
年
前

に
消
滅
の
危
機
感
か
ら
、
増

加
策
に
取
組
み
現
在
少
し
ず

つ
増
え
て
き
て
い
る
。
千
人

足
ら
ず
の
集
落
で
年
１
％
増

を
計
画
、
空
き
家
対
策
も
含

め
て
２
～
３
世
帯
の
転
入
が

実
現
し
て
い
る
。

　更なる医療の充実

ま
た
県
立
島
根
中
央
高
校
と

協
働
し
、
東
京
、
大
阪
か
ら

の
高
校
の
留
学
生
が
そ
の
ま

ま
地
元
で
社
会
人
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

島
根
県
の

取
組
み
は
知
っ
て
い
る
。
今

後
随
時
見
直
し
、
努
力
す
る
。

問　

府
内
平
均
住
民
所
得
が

下
か
ら
２
番
目
だ
が
、
上
昇

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

町
民
の
所
得
の
押
し

上
げ
が
必
要
で
、
総
生
産
を

２
％
上
げ
、
所
得
も
上
げ
る

目
標
に
最
大
限
努
力
す
る
。

産
業
振
興
、
教
育
問
題
な
ど

複
合
施
策
を
一
体
的
に
推
進

す
る
。

　12 月定例会の会期は、12 月 1 日から 17 日までの 17 日間で開催した。
一般質問では、13 人の議員から町政全般にわたり、白熱した質問が行われた。
与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略を定めることについての議案は、15 人の議員から質疑・討論
があり、修正案も出されたが、賛成多数で原案を可決した。
条例・補正予算・決議・意見書等に、延べ 26 人の議員から質疑討論があり、24 議案を審議し原案通り可
決した。
　総務文教厚生常任委員会 4 日間、産業建設環境常任委員会 3 日間、及び全員協議会を開催し、議案の審
議を行った。
　

平成 27 年 12 月定例会

与
謝
野
町
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生

総
合
戦
略
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
議
案
第
１
０
１
号
）

安
達
種
雄

問　
５
市
２
町
連
携
の
話
し

合
い
と
、
役
割
分
担
は
。

町
長　

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

の
議
論
を
進
め
て
い
る
。
ま

だ
、
連
携
体
制
の
確
立
は
さ

れ
て
い
な
い
。

問　

地
方
創
生
の
予
算
は
、

頑
張
る
自
治
体
に
出
る
が
、

今
後
は
ど
う
な
る
か
。

頑
張
る
町
の
評
価
基
準
は

企
画
財
政
課
長　

先
進
的
な

取
り
組
み
の
自
治
体
に
出
る

よ
う
だ
。
平
成
28
年
度
は
、

交
付
率
が
２
分
の
１
に
な
る
。

問　

頑
張
る
、
頑
張
っ
て
な

い
、
そ
の
評
価
基
準
は
。

企
画
財
政
課
長　

そ
の
評
価

基
準
は
も
っ
て
い
な
い
。

髙
岡
伸
明

人
口
問
題
は
増
加
策
を

　子供は未来の宝

新
年
あ
い
さ
つ

　       議長
　　　博文

活力ある議会に向かって

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
議
会
懇
談
会
は
初
め
て
24
区
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
様
に
参
加
を
頂
き
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
議
会
と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
地
方
版
総
合
戦
略
「
未
来
へ
の
約
束
」
を
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
の
が
大
き
な
目
的
で
す
。
2
0
6
0
年
に
国
は
人
口

１
億
人
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
7
0
0
万
人
の
減
少
は
、
北
海
道
・
東
北
・
九
州
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
全
体

で
み
る
と
大
変
な
事
態
で
あ
り
ま
す
。
与
謝
野
町
は
1
万
6
千
人
が
目
標
で
す
。
現
在
よ
り

6
千
人
の
減
少
に
な
り
、
4
人
に
1
人
が
い
な
く
な
り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
く
の
か
、
人
口
が
減
少
し
て

も
町
民
福
祉
の
堅
持
を
し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
与
謝
野
町
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き
、
世
界
の
各
地
で
テ
ロ
や
紛
争
に
ま
み
れ
、
住
み

慣
れ
た
地
域
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
を
見
ま
す
と
、
孫
子
の
代
ま
で
平
穏
な
地
域
で

あ
り
続
け
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

40
年
後
に
こ
の
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
の
か
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ま

と
共
に
知
恵
を
出
し
て
前
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
も
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略を可決！！
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問　

国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
政
策
の
原
則
が
示

さ
れ
て
い
る
が
。

企
画
財
政
課
長　
５
原
則
を

踏
ま
え
て
作
成
し
た
。

問　

町
で
は
、
子
育
て
応
援

課
を
新
し
く
置
く
。
こ
う
い

っ
た
政
策
に
よ
る
人
口
増
が

加
味
さ
れ
て
い
な
い
が
。

企
画
財
政
課
長　

今
回
は
、

検
討
は
で
き
て
い
な
い
。

問　

織
り
な
す
人
の
項
目
で

大
学
な
ど
へ
の
指
定
校
推
薦

が
う
た
わ
れ
て
い
た
が
。

企
画
財
政
課
長　

本
部
会
議

で
削
除
し
た
。
町
で
義
務
教

育
を
超
え
る
の
は
難
し
い
。

総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　

人
口
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
、
町
の
職
員
と
し

て
採
用
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
な
い
か
。

町
長　

私
も
同
感
だ
。

問　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
「
一

気
通
貫
」
し
た
産
業
政
策
と

あ
る
が
、
こ
ん
な
麻
雀
用
語

を
使
っ
て
い
る
意
味
は
。

商
工
観
光
課
長　

川
上
か
ら

川
下
ま
で
展
開
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
の
意
味
で
、
全
国
的
に

も
主
流
用
語
に
な
っ
て
い
る
。

問　

丹
後
ち
り
め
ん
で
、
私

達
が
残
し
た
負
の
遺
産
と
は
。

商
工
観
光
課
長　

海
外
に
移

転
し
た
経
過
か
ら
記
述
し
た
。

　

籏    

毅

問　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
チ
ラ
シ
広
告
「
み

え
る
ま
ち
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
負
の
遺
産
が
指
し
て
い

る
も
の
は
な
に
か
。

町
長　

丹
後
の
織
り
技
術
が

海
外
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
な
ど
だ
が
、
私
は
伝
統

産
業
の
織
物
業
の
振
興
に
対

し
て
は
強
い
思
い
が
あ
る
。

問　

織
物
業
は
こ
の
地
域
に

大
き
な
恩
恵
を
与
え
て
き
た

織
物
文
化
は
負
の
遺
産
か

し
、
現
在
も
絹
織
物
の
産

地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

服
飾
文
化
の
変
遷
に
よ
り

厳
し
い
状
況
だ
が
、
軽
々

に
負
の
遺
産
と
言
う
こ
と

は
ど
う
か
と
思
う
。

町
長　

行
政
が
使
う
表
現

と
し
て
、
も
う
少
し
適
切

な
言
葉
が
あ
っ
た
の
で
は

と
感
じ
て
い
る
。
配
慮
が

な
か
っ
た
。 塩

見
　
晋

　キャプション

和
田
裕
之

東
京
圏
の
高
齢
者
の
受
入

問　

東
京
圏
で
は
75
歳
以
上

が
今
後
10
年
間
で
１
７
５
万

人
増
え
、
医
療
機
関
や
介
護

施
設
不
足
が
予
測
さ
れ
る
。

地
方
が
東
京
圏
の
高
齢
者
を

受
け
入
れ
る
に
は
、
国
の
し

っ
か
り
と
し
た
財
政
支
援
が

必
要
だ
。
し
か
し
、
そ
の
財

政
負
担
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
。
地
方
自
治
体
で
は
慎

重
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
見
解
は
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
は
、

若
者
、
家
族
連
れ
世
帯
を
中

心
に
検
討
し
て
い
る
。 　高齢者の受入れ

　実現目指す戦略を

連
携
中
枢
都
市
圏
と
は

問　

国
の
計
画
で
は
、｢

連

携
中
枢
都
市
圏｣

構
想
の
名

で
、
中
心
部
の
都
市
に
公
共

施
設
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を｢

集
約
化｣

し
、
機
能
の

分
担
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
少
な
く
な
い
学
者
・
研

究
者
ら
は
、「
周
辺
の
市
町

村
に
あ
る
文
化
施
設
、
福
祉

施
設
な
ど
の
公
共
施
設
や
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を｢

集
約
化｣

し
た
り｢

機
能
の

分
担｣

を
す
る
も
の
で
、
統

廃
合
し
た
施
設
は
、
民
間
委

託
な
ど
を
進
め
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
企
業
な
ど
の
儲
け
の

問　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の

中
で
「
人
」
と
は
人
財
育
成

で
あ
り
、
永
遠
の
テ
ー
マ
で

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
次
に
「
仕
事
」
と
は
地
方

経
済
の
大
切
な
戦
略
。
今
回

公
費
で
ホ
ッ
プ
栽
培
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
に
多

額
な
公
費
が
使
わ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
ホ
ッ
プ
栽
培
や

ビ
ー
ル
醸
造
で
地
方
経
済
の

底
上
げ
が
出
来
る
の
か
。

農
林
課
長　

今
年
は
反
当
た

り
84
㎏
、
次
年
度
は
反
当
た

り
１
５
０
㎏
を
見
込
む
。
相

場
２
千
円
で
換
算
す
る
と

30
万
円
の
収
入
で
、
そ
の
中

か
ら
パ
イ
プ
柵
経
費
を
差
引

く
と
11
万
９
千
円
の
収
益
と

な
る
が
、
与
謝
野
町
産
ホ
ッ

プ
と
ビ
ー
ル
醸
造
で
与
謝
野

ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
た
い
。

問　

ブ
ラ
ン
ド
と
は
当
事
者

が
ブ
ラ
ン
ド
と
誇
る
の
で
は

な
い
。
全
て
の
消
費
者
、
利

害
関
係
者
が
評
価
し「
価
値
」

を
買
う
こ
と
を
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
が
。

多
田
正
成

ホ
ッ
プ
栽
培
の
将
来
性
は

農
林
課
長　

ホ
ッ
プ
栽
培
は

農
業
施
策
と
し
て
研
究
し
た

い
。
与
謝
野
町
産
を
売
り
に

「
安
心
・
安
全
」
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
た
い
。

道
具
に
す
る
計
画
だ
と
述
べ
、

そ
の
結
果
、
周
辺
地
域
の
切

り
捨
て
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

後
退
が
進
み
、
地
域
の
疲
弊

を
さ
ら
に
進
め
る
だ
け
で
は

な
い
の
か
。
し
か
も
、
こ
の

先
に
、
更
な
る
市
町
村
合
併

や
道
州
制
が
狙
わ
れ
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
ど
う

思
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

京
都
の
場

合
は
、
国
の
都
市
圏
構
想
と

は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
詳
細
は
解
ら
な
い
。

伊
藤
幸
男

問　

子
育
て
応
援
課
も
で
き

る
な
か
で
、
京
都
府
は
第
３

子
保
育
料
無
料
化
を
言
っ
て

い
る
が
私
立
幼
稚
園
、
保
育

所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

聖
三
一
幼
稚
園

は
、
就
園
奨
励
補
助
金
と
し

て
対
処
し
て
い
る
。

問　

岩
滝
か
ら
通
う
、
暁
星

幼
稚
園
、
保
育
所
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

教
育
推
進
課
長　

他
市
町
の

施
設
は
、
就
園
援
奨
励
費
の

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

問　

希
望
す
る
人
が
子
育
て

と
仕
事
の
調
和
を
実
現
で
き

る
よ
う
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
、
ま
た
認
定
こ
ど

も
園
、
保
育
所
、
幼
稚
園
利

用
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
ま
す
、
と
言
っ
て
い
る
が
。

町
長　

与
謝
野
町
で
育
つ
子

供
た
ち
に
対
す
る
対
応
を
整

え
て
い
く
こ
と
な
の
で
、
今

後
見
直
す
方
向
で
考
え
て
い

き
た
い
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実渡

邉
貫
治

　いよいよ始まる認定こども園

　収穫アップを期待

古
墳
公
園
指
定
管
理
者

問　

指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
開
催
日
の
２
日
前
に
設
立

さ
れ
た
合
同
会
社
の
選
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
公
募
の
期

間
中
の
状
況
は
。

総
務
課
長　
25
年
度
よ
り
ガ

塩
見
　
晋

イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
新
指

定
は
３
年
、
次
は
５
年
間
と

し
、
管
理
者
公
募
を
し
た
。

今
回
指
定
し
た
団
体
は
公
募

時
点
で
は
設
立
予
定
で
あ
っ

た
が
決
定
時
は
設
立
済
み
。

与
謝
野
町
・
古
墳
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　頑張る織物業
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    与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略を定めることについての
　原案に対する討論

賛成討論

家城　　功

　「希望のある町に」
　本議案の中身は、低迷する地域経済と、少子高齢化に加え、人口減少に歯止めをかける、
一つの起爆剤となるべき役割がある重要な案件と受け止めている。町民の手によって出来上
がったこの戦略は大いに期待するものである。今後この骨組みにどういった肉付けをするか
が重要であり、議会でも注目したい。町民一人一人の町に対する熱い思いが一つになってこ
そ「真のまちづくり」は成し得ることができる。与謝野町の将来が希望ある町になることを
強く願い、本案に賛成する。

和田　裕之

　「効果的な戦略に」
　この創生総合戦略の策定にあたり、努力して頂いた関係者の皆さんには心から敬意を表し
ます。しかし、国は地方が衰退・疲弊の原因をまともに総括せず、頑張る自治体にはお金を
出すが、頑張らない自治体には出さないと言った、交付税のあり方まで歪めるものだ。この
姿勢は苦しんでいる多くの農山漁村の自治体の再生にはならない。
　与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略は、今後一層の改善で住民に役立ち地域再生に
効果的な戦略にして頂くことを強く求め賛成討論とする。

反対討論

江原　英樹

　「行動指針の明確化を」
　総合戦略の基本目標の理念である「競争にいかに勝ち残るかに知恵を絞るのではなく」は
自治体の戦略として違和感を覚える。また最も重要なものは「ひと」との共通認識をもちな
がら肝心の教育行政に重要性が見られない。行政・議会・町民が協働の精神を共有するには
すべてに「みえる化」が必要である。即ち「ＫＰＩ」の検証、成果目標 ( 町民幸福度 ) の具体
化、「ＰＤＣＡ」の確立等である。議会に課された議決責任を全うするには、まだまだ審議と
議論が必要である。

小牧　義昭

　「将来の効果結果不明確」
　有識者会議委員の提言に感謝。策定の５原則①自立性②将来性③地域性④直接性⑤結果重
視とする創生総合戦略は、やる気（本気度）・知恵・実現可能性・緻密度の自治体間の金取り
合戦だ。行政提案事業（37 中９が新規）の、現状・課題・財源措置、何より大事な将来の効
果が不明確。国・府に対し予算要求（獲得）の目論見も不明確。厳しい財政（平成３３年交
付税約７億減、平成３４年基金枯渇）に及ぼす影響も不明確。早期に練直しを要求する。

    与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略を定めることについての
　原案および修正案に対する討論

一般会計補正予算（第３号）

渡
邉
貫
治

幼
稚
園
管
理
運
営
は

問　

岩
滝
認
定
こ
ど
も
園
、

基
本
設
計
図
の
概
要
は
。

教
育
推
進
課
長　

国
内
産
木

造
建
築
で
計
画
し
て
い
た
が
、

国
か
ら
の
補
助
率
が
下
が
っ

た
為
、
鉄
骨
造
り
に
計
画
変

更
し
た
。

建
設
課
長　

関
係
機
関
と
協

議
し
て
鉄
骨
造
と
な
り
、
予

算
額
は
解
体
費
用
含
め
て
約

７
億
円
以
内
で
あ
る
。

　さよなら岩滝幼稚園

配
布
方
法
の
統
一
を

問　

行
政
文
書
配
布
が
配
達

員
委
託
料
等
取
扱
い
３
地
域

相
違
あ
り
。
区
業
務
軽
減
を
。

総
務
課
長　

合
併
後
、
区
長

会
協
議
に
よ
り
決
定
し
た
。

豆
っ
こ
施
設
悪
臭
限
界
点

問　

悪
臭
・
道
路
棄
損
・
地

元
に
メ
リ
ッ
ト
無
し
。
赤
字

改
善
計
画
で
地
元
の
信
任
を
。

農
林
課
長　

理
解
得
る
実
施

計
画
で
地
元
と
協
議
す
る
。

網
野
岩
滝
線
道
路
改
修
を

問　

緊
急
災
害
時
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
、
絶
対
不
可
欠
。
京
丹

後
市
連
携
で
早
期
の
改
修
を
。

建
設
課
長　

府
・
京
丹
後
市

や
住
民
と
一
体
的
に
取
組
む
。

給
食
施
設
業
務
改
革
を

問　

平
成
28
年
度
総
務
省
は
、

基
準
財
政
需
要
額
算
定
に
学

校
用
務
員
学
校
給
食
等
の
業

務
改
革
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
で
交
付
税
を
減
額
。
民

間
委
託
等
改
革
を
要
求
す
る
。

教
育
次
長　

知
ら
な
か
っ
た

が
情
報
収
集
に
努
め
る
。 　配布の利便性

小
牧
義
昭

　平成 28元旦大江山の日出
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生
ゴ
ミ
処
理
機
の
普
及
を

問　

ど
の
程
度
の
普
及
か
。

住
民
環
境
課
長　

電
気
式
、

コ
ン
ポ
式
10
基
を
予
定
。
平

成
26
年
度
は
、
電
気
４
、
コ

ン
ポ
10
に
な
っ
て
い
る
。

問　

ゴ
ミ
減
量
を
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
補
助
金
５
％
カ

ッ
ト
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

行
革
に
よ

り
、
５
％
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
以
降
も
お
願
い

し
た
い
。

問　

町
民
へ
斡
旋
す
べ
き
で

は
。

住
民
環
境
課
長　

来
年
度
に

向
け
て
考
え
て
い
る
。

髙
岡
伸
明 　補助制度の拡充を

問　

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

開
催
要
領

も
で
き
順
調
に
進
め
て
い
る
。

問　

町
全
体
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
意
識
付
け
も
含
め

情
報
発
信
の
強
化
も
す
べ
き
。

町
長　

町
民
へ
の
周
知
と
情

報
発
信
は
重
要
。
努
力
す
る
。

ま
た
、
外
部
に
向
け
て
も
町

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　

お
も
て
な
し
の
精
神
で
。

商
工
観
光
課
長　

来
町
さ
れ

る
方
の
心
に
残
る
お
も
て
な

し
を
心
掛
け
準
備
を
進
め
る
。

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

問　
40
％
の
減
量
化
計
画
は

実
現
で
き
る
取
り
組
み
を
。

住
民
環
境
課
長　
28
年
度
を

強
化
年
度
と
し
取
り
組
む
予

定
。
町
民
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
有
線
Ｔ
Ｖ
等

も
活
用
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

育
児
や
介
護
で
出
る
紙

椿
サ
ミ
ッ
ト
の
現
状
は家

城
　
功

お
む
つ
は
現
在
可
燃
ゴ
ミ
扱

い
で
あ
る
が
子
育
て
や
介
護

支
援
の
観
点
か
ら
別
扱
い
に
。

ま
た
専
用
袋
の
作
成
配
布
も

含
め
要
請
支
援
の
強
化
を
。

町
長　

子
育
て
や
介
護
の
現

状
も
認
識
し
て
い
る
。
各
課

で
連
携
し
、
研
究
や
協
議
を

進
め
実
現
に
向
け
て
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
。

　全国椿サミットせまる

問　

空
き
家
調
査
を
終
え
、

所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
さ
れ
て
い
る
。
対
外
的
に

物
件
情
報
を
公
開
で
き
る
空

き
家
バ
ン
ク
を
創
設
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
下
水
道
に
何

％
接
続
さ
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

空
き
家
バ

ン
ク
策
定
に
向
け
、
そ
の
点

も
調
査
す
る
。

町
道
大
門
線
改
修

問　
「
大
門
線
を
や
る
」
と

前
太
田
町
長
は
２
年
前
の
12

月
議
会
で
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

町
長
の
答
弁
は
重
い
。
若
い

農
家
も
出
て
き
た
。
農
業
環

境
整
備
を
し
て
、
外
か
ら
の

有
吉
　
正

空
き
家
バ
ン
ク

定
住
促
進
も
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
岩
屋
わ
い
わ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
若
い
方
か

ら
雲
岩
公
園
の
今
後
の
案
も

出
さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
の

予
算
に
計
上
で
き
な
い
か
。

町
長　

地
方
創
生
に
は
道
路

な
ど
の
社
会
資
本
整
備
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
入
っ
て
粘
り
強
く
、

そ
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り

た
い
。

　早い完成を期待

住
民
自
治
活
動
支
援
と
は

問　

ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
補
助
金
と
し
て
、
府
よ

り
５
３
７
万
３
千
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
配
分
・

実
施
状
況
は
。

企
画
財
政
課
長　

当
初

６
１
７
万
５
千
円
計
上
の
中

で
、
諸
事
業
約
２
千
万
の
要

望
が
各
自
治
区
か
ら
出
て
い

た
。
府
の
未
来
戦
略
交
付
金

を
受
け
13
区
を
含
め
22
件
の

申
請
に
２
／
３
を
支
給
す
る
。

今
年
度
分
で
全
て
完
了
と
な

る
。　

絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
と
は

問　

新
し
い
府
の
補
助
事
業

と
し
て
、
２
３
８
万
８
千
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
解
り
易
く
説
明
を
。

福
祉
課
長　

社
会
福
祉
事
業

と
し
て
社
協
に
委
託
し
て
い

る
。
２
ヶ
年
で
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
範

囲
で
の
見
守
り
・
手
助
け
な

ど
の
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
を

構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
は
ア
ン
ケ
―
ト
調
査

を
行
う
。 藤

田
　
史
郎

　支援の更なる充実を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
機
器

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
機

器
と
し
て
、「
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
」
と
「
裏
書
プ
リ
ン
タ

ー
」
を
そ
れ
ぞ
れ
３
庁
舎
へ

の
導
入
が
さ
れ
る
。
国
に
よ

り
制
度
が
実
施
さ
れ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
は
「
特
別
交
付
税
」
で
措

置
さ
れ
る
が
、
裏
書
プ
リ
ン

タ
ー
は
措
置
を
さ
れ
ず
、
自

治
体
負
担
と
は
、
全
く
理
解

が
で
き
な
い
。

住
民
環
境
課
長　

裏
面
プ
リ

ン
タ
ー
に
関
し
て
は
、
強
制

で
は
な
く
、
必
要
な
ら
各
自

治
体
で
導
入
し
な
さ
い
と
い

っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
交

付
税
で
措
置
を
さ
れ
な
い
。

和
田
　
裕
之

　どうなるマイナンバー

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施
を

問　

医
師
ケ
ア
マ
ネ
看
護
師

等
多
職
種
連
携
に
よ
る
障
害

認
知
症
高
齢
介
護
等
を
支
援

す
る
仕
組
の
構
築
を
要
求
。

小
牧
義
昭

福
祉
課
長　

来
年
１
月
か
ら

事
業
に
取
り
組
み
た
い
。　見えるケア会議
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一般質問　ここが聞きたい！

10

基本目標

Ｑ 

森
林
整
備
計
画
と
進
捗
状
況問

　
予
算
書
の
林
業
振
興
費
で
は
、
有
害

鳥
獣
対
策
や
土
砂
流
出
防
止
工
事
な

ど
が
多
く
を
占
め
、
直
接
の
林
業
整
備
や
振

興
に
係
る
予
算
は
少
額
と
な
っ
て
い
る
。
人

口
林
と
土
砂
災
害
の
関
連
は
。

町
長

　町
面
積
の
75
％
を
森
林
が
占
め
て

い
る
。
そ
の
内
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
る
の
は
18
％
ほ
ど
。
人
工
林
に
お
い
て

山
地
災
害
防
止
や
水
源
涵
養
機
能
な
ど
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
保
育
・
間
伐
な
ど
の

適
切
な
森
林
整
備
が
必
要
条
件
で
あ
る
。

問
　
森
林
資
産
の
有
効
活
用
の
た
め
、
国

で
は
森
林
経
営
計
画
の
策
定
を
推
進

し
て
い
る
。
町
の
総
合
計
画
で
は
29
年
度
を

目
途
と
し
て
い
る
が
。

町
長

　順
調
に
進
ん
で
い
な
い
が
、
関
係

者
と
調
整
を
し
て
進
め
て
い
く
。

問
　
府
が
28
年
度
導
入
予
定
の
森
林
環

境
税
の
方
向
性
は
。

町
長

　税
額
は
一
人
６
０
０
円
、
年
間
税

収
６
億
８
千
万
円
、
対
象
市
町
村

に
50
％
が
配
分
さ
れ
る
。
森
林
整
備
の
財
源

と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

よ
さ
の
振
興
商
品
券
事
業

問
　
今
回
の
販
売
方
法
は
公
平
性
に
問
題

が
あ
る
と
思
い
、
６
月
定
例
会
で
も

質
問
を
し
た
が
、
精
算
も
す
で
に
終
わ
っ
た
。

議
会
懇
談
会
の
中
で
も
、
住
民
か
ら
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
（
内
部
者
）
取
引
で
は
と
の
指
摘
を

受
け
て
い
る
が
。

町
長

　町
民
の
皆
さ
ん
に
混
乱
を
招
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

情
報
開
示
を
す
る
。

急がれる森林整備

ここが聞きたいここが聞きたい

一 般 質 問

「
一
般
質
問
」
は
定
例
会
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主

導
に
よ
る
質
問
で
あ
る
が
、
質
問
を
受
け
る
執
行
機
関
も
共
に
十
分
な
準
備
が

必
要
な
た
め
事
前
通
告
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
質
疑
」
は
提
案
さ
れ
た
議
案
に

対
す
る
質
疑
を
す
る
こ
と
で
す
。

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ａ 

治
山
治
水
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
視
点

塩 見  　 晋  議 員
　平成時代と共に日本経済は、低迷の一路をたどってきたが、
日本の培ってきた技術革進は、世界が注目する２１世紀の日
本の夜明けは真近、グローバル社会に向け当町の地方創生で
示す「ひと、しごと」が創出のできる「まち」づくりになれ
ばと、期待したい。
　

　
　　　　　１、織りなす人をつくる

　　　　　２、創造的にものをつくる。しごとをつくる。

　　　　　３、まちへの人の流れをつくる。

　　　　　４、地域と地域が連携し持続可能なまちをつくる。

12 月　
定例会

「未来の約束・４つの目標を議決」

与謝野の「ひと・しごと・まち」づくり
～地方創生、５年間の指針～
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一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！
Ｑ 
都
市
計
画
策
定
で
土
地
利
用
計
画
示
せ

Ａ 
全
体
の
都
市
計
画
デ
ザ
イ
ン
設
計
の
必
要
あ
り

Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
で
町
民
の
健
康
増
進
を

Ａ 

健
康
増
進
面
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
が
必
要

問
　
企
業
誘
致
で
引
き
合
い
が
あ
っ
た
と

し
て
ど
こ
へ
来
て
も
ら
う
の
か
。
土

地
利
用
計
画
も
無
け
れ
ば
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

で
き
て
い
な
い
当
町
で
誘
致
活
動
も
出
来
な

い
。
都
市
計
画
の
策
定
・
土
地
利
用
計
画
を

要
求
す
る
。

町
長

　特
色
の
あ
る
町
づ
く
り
に
は
全
体

の
都
市
計
画
デ
ザ
イ
ン
を
設
計
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
併
せ
て
財
政
状
態
も
鑑
み
、
凍
結
し

て
い
る
都
市
計
画
税
を
解
除
し
全
町

に
賦
課
を
す
れ
ば
、
０・
１
％
だ
と
２
千
万

円
０・
３
％
な
ら
６
２
０
０
万
円
程
度
の
歳

入
増
と
な
り
財
源
確
保
と
な
る
が
。

町
長

　都
市
計
画
税
は
議
論
が
蓄
積
し
て

い
る
。
今
後
の
対
応
を
考
え
る
。

新
し
い
視
点
の
産
業
政
策

問
　
与
謝
野
町
総
生
産
額
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に

対
す
る
雇
用
人
数・産
業
10
分
類（
農

業
製
造
業
サ
ー
ビ
ス
業
等
）
に
お
い
て
ど
の

分
野
を
ど
れ
だ
け
増
や
そ
う
と
「
新
し
い
視

点
で
の
産
業
政
策
」
を
具
体
的
に
予
見
可
能

な
事
業
に
つ
い
て
数
字
的
に
示
し
、
町
民
の

所
得
の
引
き
上
げ
の
具
体
策
と
実
施
時
期
を

問
う
。

町
長

　非
常
に
重
要
な
政
策
な
の
で
、
具

体
策
・
実
施
時
期
に
つ
い
て
の
答

弁
は
控
え
る
。

問
　
今
実
施
の
阿
蘇
ベ
イ
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
等
は
、
マ
ズ
ロ
ー
５
段
欲
求
と

町
民
所
得
者
を
相
関
し
た
場
合
、
低
所
得
・

高
所
得
層
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
政
策
か
。

町
長

　双
方
層
で
の
実
施
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
を
持
つ
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長

　健
康
増
進
面
か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
町
の
振
興
や
町
民
に
効
果
の
あ
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
計
画
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長

　旧
町
毎
に
３
カ
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

が
あ
る
。
多
く
の
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
だ
け
で
な
く
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
・
協
議
す
る
。

問
　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
、
施
設
整

備
の
状
況
は
。

町
長

　町
内
の
体
育
施
設
を
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
利
用
し
て
い
る
。

岩
滝
海
岸
線
な
ど
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
最

近
で
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
盛

ん
と
聞
く
。
多
く
の
町
民
が
運
動
に
親
し
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
宮
津
市
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
の
大
会
が

誘
致
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
計
画
は
。

教
育
推
進
課
長   

過
去
に
加
悦
高
で
ウ 

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
の
京
都
府
の
予
選
会
が
開
か
れ
た
。
最
近

で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
京
都
府
の

予
選
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
　
今
は
、
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
町
の
指
導
状

況
は
。

教
育
長

　水
を
飲
む
な
と
い
う
指
導
を

受
け
た
。
今
は
、
研
究
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小 牧  義 昭  議 員

どうする土地利用

髙 岡  伸 明  議 員

町民参加の健康スポーツを

Ｑ 

地
方
交
付
税
の
削
減
と
地
方
創
生

Ａ 

５
年
間
で
７
億
１
７
５
０
万
円
削
減
。関
連
し
な
い

Ｑ 

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
創
設
を

問
　
平
成
28
年
３
月
で
合
併
10
周
年
を
迎

え
る
。
地
方
交
付
税
は
ど
う
な
る
の

か
。
地
方
創
生
と
の
関
連
は
。

町
長

　平
成
28
年
度
か
ら
１
割
の
約

７
千
万
円
、
次
年
度
は
３
割
、
そ

の
次
年
度
は
５
割
と
５
年
間
、
段
階
的
に
削

減
さ
れ
る
。
地
方
創
生
分
と
し
て
削
減
と
は

関
連
し
な
い
。

町
道
岩
屋
川
線
と
大
門
線

問
　
岩
屋
川
線
の
四
辻
側
は
整
備
さ
れ
た

が
、
岩
屋
地
内
の
進
捗
が
な
い
。
農

業
、
雲
岩
公
園
、
地
域
の
為
に
一
日
も
早
く

完
成
を
。

町
長

　岩
屋
川
線
を
開
通
さ
せ
通
行
車
両

を
廻
せ
た
ら
、
通
学
路
の
安
全
対

策
に
も
繋
が
る
。
区
と
連
携
し
て
今
後
も
努

力
す
る
。
大
門
線
は
岩
屋
川
線
が
開
通
し
て

か
ら
調
整
を
図
る
。

朝
夕
の
曲
に
多
様
性

問
　
野
ば
ら
、
ふ
る
さ
と
も
良
い
が
、
若

者
、
季
節
、
元
気
が
出
る
な
ど
、
新

生
・
与
謝
野
町
が
感
じ
ら
れ
る
多
様
な
曲
を
。

町
長

　本
町
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

で
は
、
こ
の
2
曲
に
加
え
、
恋
は

水
色
、
赤
と
ん
ぼ
、
夕
焼
け
小
焼
け
、
ム
ー

ン
リ
バ
ー
、
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が
選

択
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
曲
以
外
を
流

そ
う
と
思
う
と
、
音
源
の
購
入
に
別
途
経
費

が
か
か
る
。
既
存
シ
ス
テ
ム
の
曲
名
の
中
か

ら
一
度
、
季
節
に
よ
っ
て
曲
名
を
変
え
る
等
、

検
討
し
た
い
。

問
　
経
費
が
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
な
ど

調
べ
、
多
様
な
曲
の
対
応
を
し
て
ほ

し
い
。

問
　
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
ド
ナ

ー
登
録
者
は
全
国
で
45
万
人
で
あ
り
、

患
者
の
９
割
以
上
に
少
な
く
と
も
１
名
以
上

の
ド
ナ
ー
候
補
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
が
現
状
だ
。

　
し
か
し
、
実
際
に
移
植
に
至
る
の
は
60
％

程
度
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ド

ナ
ー
側
の
健
康
問
題
が
原
因
の
場
合
も
あ
る

が
、
提
供
時
の
入
院
や
通
院
の
負
担
も
要
因

の
一
つ
だ
。
採
取
前
後
の
健
康
診
断
も
あ
り
、

４
日
か
ら
長
い
場
合
１
週
間
程
度
の
通
院
や

Ａ 

近
隣
市
町
状
況
を
踏
ま
え
前
向
き
に
検
討
し
進
め
る

入
院
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
「
会
社
が

休
み
に
く
い
」「
収
入
が
減
る
」
と
い
っ
た
、

休
業
補
償
が
な
い
こ
と
な
ど
の
、
ド
ナ
ー
の

経
済
的
負
担
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
提
供
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
を

減
ら
す
た
め
京
都
府
も
制
度
創
設
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

  

今
年
の
夏
以
降
、
府
下
で
12
市
町
村
が
助

成
制
度
を
設
け
て
お
り
、
通
院
や
入
院
一
日 有 吉 　 正  議 員

朝夕のメロディードナーの登録

和 田  裕 之  議 員

に
つ
き
２
万
円
を
給
付
し
、
府
と
市
町
村
が

半
分
ず
つ
負
担
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

　
今
後
、
多
く
の
方
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

一
人
で
も
多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
だ
。
当
町
で
も
助
成
制
度
創
設

す
べ
き
だ
。

町
長
　ド
ナ
ー
登
録
者
が
提
供
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
登
録
者
を
増
や
す

こ
と
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
近
隣
の
市

町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に
検
討
し

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

Ａ 
記
念
事
業
は
町
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
も
の
を

Ｑ 

今
、な
ぜ
ご
み
の
減
量
化
な
の
か
？

問
　
地
方
創
生
が
言
わ
れ
る
な
か
、
ど
の

よ
う
な
記
念
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長

　町
が
誕
生
し
10
周
年
を
迎
え
た
歩

み
を
振
り
返
り
、
町
民
の
更
な
る

一
体
感
の
醸
成
と
、
次
の
20
周
年
に
向
け
た

新
た
な
町
の
姿
を
描
く
た
め
、
観
光
的
な
事

業
の
意
味
合
い
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
。

記
念
事
業
に
つ
い
て

問
　
ご
み
問
題
を
考
え
る
「
ご
み
の
減
量

化
と
有
料
化
」
と
題
し
、
住
民
環
境

課
に
よ
る
全
24
自
治
区
で
、
住
民
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
反
響
が
あ
っ
た

の
か
、
そ
の
結
果
報
告
を
聞
く
。
ご
み
の
有

料
化
は
、
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
日
々
の
生

活
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
、

そ
の
報
告
を
ど
の
よ
う
に
住
民
へ
知
ら
せ
る

の
か
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
高
齢
者
に
解
り
易

く
、
で
き
る
限
り
の
簡
素
化
ご
み
分
別
（
イ

ラ
ス
ト
図
や
表
な
ど
）
を
具
体
的
に
示
す
べ

き
だ
。

町
長

　説
明
会
へ
の
参
加
者
は
全
部
で

８
６
８
名
で
あ
り
、
そ
の
内
ア
ン

ケ
―
ト
は
７
６
９
名
の
方
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
結
果
の
概
要
か
ら
見
る
と
、
ご
み
の
有

料
化
に
つ
い
て
は
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
み

の
減
量
化
の
実
績
に
よ
り
、
ご
み
の
有
料
化

の
有
無
や
ご
み
袋
の
価
格
を
決
定
す
る
考
え

Ａ 

来
年
４
月
よ
り
１
年
間
を
減
量
取
組
期
間

方
に
つ
い
て
は
「
良
い
と
思
う
」
と
い
う
意

見
が
76
％
あ
っ
た
。
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い

て
は
、
資
源
の
有
効
活
用
と
ご
み
の
減
量
化

（
雑
ご
み
・
衣
服
の
回
収
や
ご
み
処
理
容
器

の
活
用
な
ど
）
を
更
に
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
る
。

広
報
よ
さ
の
・
有
線
テ
レ
ビ
・
Ｈ
Ｐ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

Ｑ 
与
謝
野
町
合
併
十
周
年
を
迎
え
て

問
　
大
江
山
運
動
公
園
を
整
備
拡
充
し
、

水
緑
空
と
汗
、
心
が
一
体
化
し
た
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
と
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
を
。

町
長

　ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
有
意
義
だ
が
、

整
備
拡
充
は
予
算
的
に
考
え
る
余

地
が
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

問
　
小
学
校
区
よ
り
な
お
小
さ
い
拠
点
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
住
民

主
体
の
事
業
に
、
町
が
支
援
す
る
特
区
指
定

制
度
の
創
設
を
。

町
長
　京
都
府
や
本
町
の
既
存
制
度
に
よ

っ
て
支
援
し
た
い
。

町
民
の
一
体
感
に
つ
い
て

問
　
一
体
化
と
は
新
町
へ
の
帰
属
意
識
を

強
化
し
、
エ
ゴ
意
識
を
な
く
し
、
行

政
の
意
思
決
定
を
円
滑
に
実
現
す
る
こ
と
に

あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
現
状
認
識
を
問
う
。

町
長

　行
政
は
公
平
公
正
で
効
率
的
運
営

を
図
り
、
町
民
は
「
協
働
の
精
神

で
」
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
織
り
な

す
人
を
つ
く
る
」
を
施
策
と
し
て
、
町
民
の

一
体
感
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
未
来
を
創

造
し
て
い
き
た
い
。

江 原  英 樹  議 員

期待する 10 周年記念事業新ゴミ処理施設へ向けて

史 郎  議 員

Ｑ 

雲
岩
公
園
の
整
備
を
問
う

Ａ 「
国
定
公
園
」指
定
で
あ
り
府
と
調
整
が
必
要

Ｑ 

戦
前
の
教
訓
で
あ
る
教
育
行
政
の
独
立
は

Ａ 

教
育
の
独
立
性
は
従
来
通
り
残
し
、連
携
を
強
め
る

問
　
平
成
２
年
岩
屋
の
若
い
人
を
中
心
に

「
雲
岩
創
造
委
員
会
」
が
編
成
さ
れ

本
腰
を
入
れ
た
自
然
公
園
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
来
た
。
公
園
入
口
の
段
坂
や
遊
歩
道
に

は
国
鉄
時
代
の
枕
木
を
活
用
、
枝
木
の
剪
定

や
つ
つ
じ
の
植
樹
な
ど
公
園
の
整
備
を
さ
れ

て
き
た
。
公
園
内
の
ト
イ
レ
清
掃
も
上
地
の

婦
人
の
皆
さ
ん
に
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
平
成
７
年
「
京
都
百
選
」
に
、
後
に
与
謝

野
自
然
風
景
十
選
に
選
ば
れ
て
、
平
成
19
年

８
月
「
丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
」
に

指
定
さ
れ
た
。
公
園
内
に
は
西
日
本
一
と
言

わ
れ
る
「
こ
ぶ
し
の
木
」
も
あ
る
。

　
平
成
20
年
雲
岩
創
造
委
員
会
が
「
全
国
み

ど
り
の
愛
護
」
で
国
土
交
通
大
臣
か
ら
感
謝

状
を
受
け
て
い
る
。

　
毎
年
春
と
秋
に
岩
屋
区
全
戸
に
呼
び
か
け

た
公
園
の
整
備
、
清
掃
の
地
域
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
と
思
う
。

　
府
道
沿
い
の
公
園
の
案
内
看
板
も
老
朽
化

と
な
り
手
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
雲
岩
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
問
う
。

町
長

　現
在
、
岩
屋
区
で
今
後
の
地
域
づ

く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
議
論
や
プ
ロ
セ
ス
を
見

守
り
行
政
主
導
で
な
く
住
民
自
身
の
考
え
を

尊
重
し
た
い
。
国
定
公
園
「
第
二
種
特
別
地

域
」
の
指
定
で
あ
り
、
整
備
に
は
府
と
調
整

が
必
要
で
、
今
後
行
政
と
し
て
で
き
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
く
。

問
　
世
界
で
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

が
多
く
の
国
で
批
准
。
日
本
も
94
年

批
准
し
た
が
具
体
化
せ
ず
。
安
倍
政
権
は
教

育
改
革
で
基
本
法
も
改
悪
。
予
算
も
削
り
、

学
校
で
も
し
わ
寄
せ
を
受
け
、
何
度
も
国
連

勧
告
を
受
け
る
ほ
ど
、
貧
困
と
格
差
が
広
が

り
、
充
分
な
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

が
急
増
。
①
全
国
で
広
が
る
「
子
ど
も
の
権

利
条
例
」
を
ど
う
見
る
か
。
②
戦
前
の
教
訓

「
教
育
の
一
般
行
政
か
ら
の
独
立
」
を
ど
う

見
る
か
。
③
府
の
高
校
あ
り
方
検
討
委
が
開

か
れ
た
。
加
悦
高
が
統
廃
合
に
な
れ
ば
地
域

再
生
に
も
逆
行
す
る
。

【
原
発
】
安
倍
内
閣
は
、
規
制
委
員
会
が
避

難
計
画
は
対
象
外
と
定
め
た
新
基
準
で
再
稼

働
を
狙
い
、
原
発
利
益
共
同
体
と
外
国
輸
出

に
奔
走
。
福
島
事
故
は
原
発
の
危
険
性
と
甚

大
な
被
害
を
示
し
た
。
昨
年
福
井
地
裁
は
人

格
権
が
奪
わ
れ
る
と
し
、
原
発
の
運
転
差
し

止
め
を
命
じ
た
。
こ
の
中
で
、
再
稼
働
反
対

の
世
論
が
再
燃
し
て
い
る
。
④
町
は
30
ｋ
圏

外
だ
が
住
民
説
明
会
の
開
催
を
。
⑤
使
用
済

み
核
燃
料
の
貯
蔵
施
設
を
造
る
が
。
⑥
避
難

計
画
策
定
を
。

町
長
　①
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
人
権

を
守
る
こ
と
。
②
教
育
執
行
機
関

の
独
立
性
は
従
来
通
り
残
し
、
首
長
と
の
連

携
は
強
め
た
い
。
③
加
悦
高
存
続
の
た
め
に

努
力
す
る
。
④
近
隣
市
町
と
調
整
の
う
え
、

必
要
に
応
じ
て
要
請
し
た
い
。
⑤
京
都
北
部

へ
の
設
置
は
賛
成
で
き
な
い
。
⑥
府
や
近
隣

市
町
と
連
携
し
協
議
を
進
め
る
。

安 達  種 雄  議 員

名勝つつじの雲岩時代にあった教育環境を

伊 藤  幸 男  議 員
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一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！
Ｑ 
北
陸
新
幹
線
構
想
ど
う
参
画

Ａ 
有
力
な
候
補
の
ル
ー
ト
と
感
じ
て
い
る

Ｑ 

24
区
の
要
望
の
進
ま
な
い
理
由
を
問
う

Ａ 

財
政
状
況
が
厳
し
く
各
区
へ
の
対
応
に
限
界
が
あ
る

問
　
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
大
変
な
賑
わ

い
だ
。
こ
の
ル
ー
ト
を
延
伸
し
、
舞

鶴
か
ら
京
都
、
更
に
は
天
王
寺
、
関
空
に
繋

ぐ
構
想
が
浮
上
し
て
き
た
。
近
畿
の
弱
点
は

イ
ン
フ
ラ
の
南
北
軸
が
な
い
こ
と
と
の
指
摘

も
あ
る
。
最
も
不
便
な
地
域
で
あ
り
、
経
済

効
果
も
大
き
い
。
運
動
に
ど
う
参
画
さ
れ
る

考
え
か
。

町
長

　日
本
一
遠
い
陸
の
孤
島
と
揶
揄
さ

れ
て
い
た
丹
後
の
状
況
は
一
変
す

る
。
北
部
地
域
の
発
展
に
は
大
き
な
効
果
が

あ
り
有
力
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
５
市
２
町
と

連
携
し
て
、
声
を
出
し
て
い
き
た
い
。

新
年
度
農
業
予
算
は

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
で
国
に
お
い
て
は
大
き

な
農
業
関
係
予
算
が
組
ま
れ
る
。
今
、

町
の
農
業
の
課
題
は
、
豆
っ
こ
米
肥
料
の
製

造
プ
ラ
ン
ト
の
改
善
と
農
業
基
盤
の
整
備
が

あ
る
。
京
の
豆
っ
こ
米
は
、
今
年
５
月
か
ら

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
の
国
際
博
覧
会
に
京
都

の
食
の
企
業
を
通
じ
て
出
展
さ
れ
た
と
聞
く
。

ま
た
、
60
年
余
り
前
に
旧
加
悦
谷
土
地
改
良

区
で
整
備
さ
れ
た
区
画
は
一
枚
10
ア
ー
ル
で
、

農
道
、
水
路
も
農
業
機
械
の
大
型
化
に
対
応

で
き
て
い
な
い
。
農
業
地
帯
は
、
農
地
一
枚

最
低
で
も
35
ア
ー
ル
の
時
代
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
す
こ
と
が
大
事
で
は
。

町
長

　本
町
の
攻
め
の
農
業
の
観
点
か
ら
、

必
要
な
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
。

有
利
な
財
源
の
確
保
を
目
指
し
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
事
業
実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
た
い
。

問
　
各
24
区
の
地
域
周
辺
の
整
備
箇
所
、

７
７
９
件
、
実
施
件
数
16
％
。
実
施

率
が
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
。

町
長

　切
実
な
要
望
は
理
解
し
て
い
る
が
、

財
政
が
厳
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問
　

27
年
の
要
望
を
分
析
、
新
規
要
望

27
・
４
％
追
加
、
実
施
率
と
要
望
バ

ラ
ン
ス
が
合
わ
な
い
。
27
・
４
％
以
上
の
対

応
予
算
を
建
設
課
へ
。

町
長

　町
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
応
え
る
よ
う
努
め
る
。

ゴ
ミ
減
量
の
方
法
を
示
せ

問
　
ご
み
の
分
別
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

40
％
の
減
量
は
住
民
の
努
力
、
工
夫

し
か
な
い
。
野
焼
き
、焚
き
火
な
ど
「
法
的・

条
例
」
を
解
る
よ
う
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

町
長

　「
焚
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
、
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
」
と
規
定
さ

れ
、
枯
れ
草
や
落
葉
、
枯
れ
枝
な
ど
「
焚
き

火
」
は
法
律
で
認
め
て
い
る
。

問
　
個
人
で
で
き
る
こ
と
は
個
人
で
努
力

し
、
違
反
の
な
い
焼
却
方
法
の
一
欄

表
が
で
き
な
い
か
。

町
長

　広
報
よ
さ
の
に
記
載
し
住
民
に
解

る
よ
う
に
す
る
。

課
題
を
克
服
す
る
戦
略
を

問
　
今
回
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
は
「
ひ

と
、
し
ご
と
、
ま
ち
」
の
中
で
、
当

町
の
課
題
を
克
服
し
、
新
た
な
展
望
の
開
け

る
戦
略
が
必
要
。

町
長

　指
摘
の
通
り
、
住
民
の
安
心
安
全

と
地
域
経
済
、
或
い
は
行
財
政
も

重
要
分
野
と
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

毅  議 員

京都北部への高速鉄道の推進

多 田  正 成  議 員

自治区の課題は山積

Ｑ 

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
に
つ
い
て
問
う

Ｑ 

体
育
施
設
の
現
状
と
将
来
の
考
え
は

Ａ「
公
共
施
設
白
書
」に
基
づ
き
検
討
す
る

問
　
岩
滝
体
育
館
に
大
規
模
改
修
の
診
断

が
出
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
改
修
し
な

い
の
か
。

教
育
長

　大
規
模
の
改
修
が
必
要
と
診

断
結
果
が
で
た
が
、
積
雪
が

屋
根
全
体
に
１
・
５
ｍ
積
も
っ
た
状
態
の
判

断
基
準
で
あ
り
、
屋
根
の
形
状
か
ら
雪
は
落

下
し
て
い
る
為
、
今
す
ぐ
の
改
修
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　
体
育
施
設
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

は
。

教
育
長

　町
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
取

り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

公
共
施
設
白
書
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を
考

慮
し
、
今
後
の
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

学
校
の
道
徳
教
科
化

問
　
新
学
習
要
領
の
な
か
で
、
道
徳
教
育

の
内
容
は
変
わ
っ
た
の
か
。
平
成
30

年
の
教
科
化
は
ど
う
な
る
。

教
育
長

　い
じ
め
問
題
や
発
達
の
段
階

を
踏
ま
え
、
改
善
が
図
ら
れ
、

指
導
方
法
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
学
校
と
家

庭
や
地
域
と
の
連
携
・
協
力
を
強
化
し
、
社

会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

町
の
看
板
を
新
し
く

問
　
与
謝
野
町
の
看
板
が
古
く
な
っ
て
い

る
。
旧
町
か
ら
使
用
し
て
い
る
の
で
、

形
や
デ
ザ
イ
ン
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
町

政
10
周
年
に
向
け
、
新
し
い
看
板
で
、
町
を

き
れ
い
に
し
て
は
。

町
長

　見
苦
し
い
看
板
の
撤
去
を
進
め
、

環
境
美
化
に
関
す
る
全
体
的
な
制

度
設
計
を
も
う
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

関
係
各
所
と
調
整
し
、
一
歩
で
も
二
歩
で
も

進
め
る
。

問
　
こ
の
事
業
は
非
常
に
見
え
に
く
い
分

野
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
の

考
え
は
。

町
長
　来
年
度
も
各
事
業
に
お
い
て
更
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
　
ホ
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、
農
業
施
策

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
レ
モ

ニ
ー
的
な
部
分
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。

町
長

　現
在
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
は
も

と
よ
り
、
新
た
に
起
業
し
た
い
方

や
若
い
世
代
の
方
に
も
情
報
発
信
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
な
か
で
、
町
の

職
員
育
成
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み

方
も
必
要
。

町
長

　今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
一
人
一

人
。
町
民
に
も
っ
と
「
見
え
る
」
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

町
長

　商
工
会
を
は
じ
め
多
く
の
町
民
、

ま
た
町
に
関
心
の
あ
る
方
か
ら
も

色
々
な
意
見
を
聞
き
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
は
大
切
。
し
か
し
、
十
分
な
根
拠

の
も
と
で
進
め
な
け
れ
ば
失
敗
す
る
。

町
長
　各
持
ち
場
の
な
か
で
、
常
に
挑
戦

す
る
意
識
を
持
っ
て
職
に
当
た
り

た
い
。
ま
た
地
域
内
外
の
活
力
を
最
大
限
に

活
か
し
進
め
て
い
き
た
い
。

ご
み
の
減
量
化
は

問
　

40
％
の
削
減
は
可
能
と
思
わ
れ
る
か
。

可
能
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
向

け
た
徹
底
し
た
取
り
組
み
を
。

町
長

　一
人
一
人
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば

可
能
。
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

Ａ 

地
域
内
外
の
活
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
い

家 城  　 功  議 員 宮 﨑  有 平  議 員

どうする体育館見えにくいブランド戦略
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組
合
議
会
報
告

宮
津
与
謝
消
防
組
合

報
告
者         

家
城
　
功
　

【
定
例
会
】　

意見書

　拉致問題は許しがたい重大な主権の侵害であり、人権侵害でもある。また、拉致被害者の帰国
を待ち望んでいる拉致被害者家族の高齢化も進むなか、昨年５月にストックホルムで開催された日
朝政府間協議において、北朝鮮は拉致被害者を含むすべての日本人に関する包括的かつ全面的な調
査の実施を約束、さらに７月の北京における協議で、特別調査委員会を立ちあげるなど問題解決に
期待を抱かせたものの、その後、具体的な進展の目途は立っておらず、一刻も早い問題解決が求め
られている。よって、下記事項の実現を強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　北朝鮮に拉致された多くの被害者を一刻も早く救出すること。
２　北朝鮮による拉致の可能性が排除できない失踪者の真相を究明すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         以上 
        平成２７年１２月　　 　　京都府与謝野町議会

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書

決　議

　本年３月に「長野ー金沢間」が延伸開業した北陸新幹線は、政府が「金沢ー敦賀」の延伸を３
年間前倒しすることを決定し、平成 35 年春の開業に向けて整備が進められている。昭和 48 年に
整備計画が作られ、以来 40 年以上が経過し、今ようやく議論が加速しようとしている状況のなか
にあって、地域が一丸となって北陸新幹線の京都府北部地域への誘致の実現にむけて取り組む必要
がある。京都府北部 5 市 2 町では、27 年４月に「京都府北部地域連携都市圏形成推進」を行い、
さらに、府北部地域には日本海側の重点港湾や、海事拠点、工業団地等の国土拠点が集積してい
る。高速鉄道でネットワーク化することは必要と考える。したがって、府北部都市圏はもとより、
国府におかれても、積極的に取り組んでいただくよう要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　 以上
 　　　
        平成２７年１２月　　 　　発議者　多田正成議員

北陸新幹線の京都府北部都市圏を経由する若狭（小浜）
　　　　ルートの早期実現を求める要望決議

  

委
員
会
報
告

産
業
建
設
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長
　
塩
見
　
　
晋

【
与
謝
野
町
商
工
会
と
懇
談
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
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平
成
27
年
11
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所 　
商
工
会
本
所　
小
会
議
室

　

与
謝
野
町
商
工
会
か
ら
の
申
し
入
れ
で
懇
談
会
を
実
施
。

　

商
工
会
か
ら
は
、
安
田
会
長
、
鳥
垣
・
足
立
両
副
会
長
・

長
島
事
務
局
長
以
下
幹
部
職
員
の
出
席
で
、
総
勢
15
人
で

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
商
工
会
が
進
め
て
い
る
「
新
し
い
産
業
起
こ
し

推
進
事
業
」
の
、
農
商
工
連
携
で
観
光
や
林
業
も
含
め
た

「
売
れ
る
商
品
づ
く
り
」
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
商
工

業
・
観
光
振
興
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
を
組
織
的
に
展
開
さ
れ
、
増
加
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
与
謝
野
町
商
工
会
組
織
の
力
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

【
行
政
視
察
報
告
】
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と
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察
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島
根
県 

川
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時 　
　
平
成
27
年
11
月
18
日

　

人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
立
高
校
の
魅

力
化
を
支
援
し
、
将
来
の
町
の
担
い
手
の
人
材
育
成
を
し

て
い
る
。
周
辺
地
域
の
子
ど
も
全
員
が
入
学
し
て
も
高
校

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
た
め
県
外
か
ら
の
留
学
を
受
け
入
れ
、

閉
校
し
た
小
学
校
を
寮
に
改
修
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
、
学
校
後
援
会
へ
の
補
助
金
、
事
務
局
の
受
持
ち
、
ま

ち
親
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　

定
住
促
進
事
業
で
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅
整

備
補
助
金
や
町
有
地
を
購
入
し
て
新
築
し
た
場
合
最
高

７
百
万
円
の
助
成
な
ど
も
あ
る
。

田
園
回
帰
と
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
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根
県
邑
南
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日
時 　
　
平
成
27
年
11
月
19
日

　

日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
を
掲
げ
て
、
保
育
料
は
第
２

子
目
か
ら
無
料
、
給
食
も
無
料
。
病
児
保
育
所
を
２
ヵ
所

に
開
設
し
共
働
き
家
庭
を
中
心
に
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

を
地
域
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
農
林
商
工
連
携
で
基
幹
産
業

の
農
業
を
活
か
し
て
雇
用
を
生
み
だ
す
施
策
を
展
開
し
て

い
る
。
食
か
ら
職
を
生
む
食
の
人
材
育
成
事
業
に
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
21
人
が
活
躍
し
て
い
る
。
地
産
池
消

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
農
産
品
に
高
付
加
価
値
を
つ
け
て
食
の

魅
力
を
発
信
、
ブ
ラ
ン
ド
化
で
観
光
誘
客
に
繋
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
日
時 　
平
成
27
年
10
月
23
日

報
告
事
項

状
況
報
告
（
１
～
９
月
）　

火
災
発
生
14
件
、
救
急
出
動

1
6
3
4
件
、
救
助
活
動
15
件
。

議
案
事
項

①
条
例
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
施
行
に
伴
う
改
正 

― 

全
員
賛
成
可
決

②
26
年
度
決
算
認
定　

歳
入
10
億
1
3
0
0
万
円
・
歳
出

９
億
9
3
0
0
万
円
。
歳
入
の
90
％
は
市
町
の
分
担
金
で

歳
出
の
70
％
は
職
員
の
人
件
費  

― 

全
員
賛
成
認
定

③
第
２
号
補
正
予
算

事
業
費
減
の
調
整
に
よ
る
補
正 

― 

全
員
賛
成
可
決

④
公
平
委
員
会
員
の
選
任

与
謝
野
町
選
出
の
植
田
氏
の
再
任
承
認 

―
全
員
賛
成
可
決

全
員
協
議
会

①
宮
津
分
署
建
設
に
係
る
現
状
報
告

②
消
防
通
信
施
設
整
備
事
業
の
現
状
報
告

③
重
伝
建
保
存
地
区
の
防
火
活
動
に
つ
い
て
報
告

（川本町役場にて）

与
謝
野
町
宮
津
市
中
学
校
組
合

報
告
者         
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【
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】　

 　
　
　
　
　

   　
　
　
開
催
日
時 　
平
成
27
年
９
月
27
日

　

昨
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
決
算
は

歳
入
８
千
８
万
円
（
前
年
度
対
比
12
・
８
％
増
）
歳
出

７
千
９
５
４
万
円
、（
前
年
度
対
比
26
・
３
％
増
）
で
黒

字
。
経
費
の
抑
制
に
努
め
た
。
決
算
額
が
増
と
な
っ
た
の

は
、
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
、
情
報
通
信
機
器
設
置
委
託
料
の

増
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
工
事
時
に
借

り
入
れ
た
財
務
省
へ
の
元
金
償
還
に
よ
る
増
、
特
別
教
育

支
援
委
員
等
を
雇
用
の
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が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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津
与
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環
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者         
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﨑
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【
定
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】　
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境
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行
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収
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、
歳
入
7
千
３
７
７
万
円
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９
８
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っ
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ま
た
、
構
成
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の
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担
金
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、
7
千
９
３
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6
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担
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、
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津
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８
５
万
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６
３
１
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伊
根
町
3
7
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円
で
あ
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出
で
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、
投
資

的
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3
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円
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歳
出
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5
2
.
2
％
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。
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表紙写真紹介 成人式（1 月 10 日）
　　　～野田川わーくぱる～
　　　　　　　　　

○印は賛成　×印は反対

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）

一目でわかる審議結果
賛否の分かれた議案

　　　
　　　　　議員名

　議　案

賛　  反

成      対

髙 
岡
 

伸
明

和
田

裕
之

小
牧

義
昭

渡
邉

貫
治

安
達

種
雄

江
原

英
樹

伊
藤

幸
男

　
　
　
史
郎

宮
﨑   

有
平

塩
見   

    
晋

河
邉
新
太
郎

有
吉  

       
正

家
城   

      
功

　  
    
   

毅

多
田
　
正
成

博
文

与謝野町ひと・しごと・

まち創生総合戦略を定め

ることについて
11 : 4 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × －

与謝野町ひと・しごと・

まち創生総合戦略を定め

ることについて（修正案）
3: 12 × × × ○ × × × × × × × × × ○ ○ －

新町まちづくり計画の

変更について 14 : 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

行政手続における特定の

個人識別するための番号

利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用にか

んする条例制定について

 12 : 3 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北陸新幹線の京都府北部

都市圏を経由する若狭

（小浜）ルートの早期実

現を求める要望決議（案）

12 : 0 退席 退席 ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

政党助成金制度の廃止を

求める意見書（案） 4: 11 ○ ○ × × × × ○ × × ○ × × × × × －

アンケートのお願い
　議会広報特別委員会では議会だより（広報誌）をより良くご愛読していただくため、住民の皆様に「議
会だよりモニター」を実施させていただいています。
　当委員会の委員が住民の皆様にアンケートを「３７号」からお願いを致しており、ご協力頂きまして誠
にありがとうございました。
　引き続き継続させていただき、今後の紙面づくりに活かしていきたいと考えています。お気軽に率直な
ご意見やご感想を頂ければありがたいです。
　又、アンケート項目以外のご意見などもお聞かせいただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報特別委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　和田裕之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎新幹線　今ようやく議論が加速

◎与謝野町消防団・出初式

　北陸新幹線を京都北部地域への誘致を求め未来への丹後の経済生活圏を豊かにする必要がある。
　平成３５年に開業に向け金沢～敦賀間の延伸が決定。このチャンスをビックチャンスととらえて、
　北部全体で機運を高めよう！！

　澤田団長以下３５６名の団員
のすがすがしい行進は、日ごろ
の訓練の賜物と感激いたしまし
た。
　今年も災害のないことを祈り
つつ町民の生命と財産を守るた
め、大変な役目をお願い致しま
すが、団員の皆様のご尽力を心
からお願いをする次第でありま
す。

わが町を守る与謝野町消防団の出初め式が厳粛の内に華々しく
開催された。

　　（平成２８年１月１０日）

舞鶴ルート急浮上

金沢～敦賀間延伸決定（平成３５年開業予定）

①敦賀～小浜～大阪間ルート（案）
②敦賀～京都間（湖西線ルート）（案）
③敦賀～米原間ルート（案）
④敦賀～小浜～京都間ルート（案）

⑤敦賀～小浜～舞鶴～京都間ルート（案）
　　長野～金沢　平成２７年３月１４日　開業

敦賀以西ルート４案として

ＪＲ東日本ホームページより
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議会懇談会の報告
全２４区で実施

平成 27 年 10 月 13 日～ 11 月 12 日

 １　はじめに
　平成 24 年に制定した議会基本条例第 4 条の規定で、
本年度も議会懇談会を 10 月 13 日～ 11 月 12 日の間に
開催し 197 人のご参加を頂きました。
　議会懇談会は、広く町民の声を聴く広聴活動の充実を
図り、町民の意思を町政に的確に反映させることを目的
としており、本年度は「一人でも多く地域の声を聴く」
との趣旨で、町内 24 区の会場で開催しました。
　当日参加者の皆様から頂いた多くのご意見・ご要望と
回答を取りまとめましたので、アンケートの集計結果も
併せてご報告致します。
　議会懇談会の開催に当たり、区長様をはじめ関係者の
方々、ご参加頂いた町民の皆様には多大なご協力を頂き
心より厚くお礼申し上げます。
　今回、若い方々の参加が少なかったことから、若い世
代の方の参加について今後の課題として捉えています。
今後も議会懇談会の開催で、皆様から頂いた貴重なご意
見を基に、引き続き創意工夫に努め、より充実した懇談
会となるよう議員一同取り組み、開かれた議会の推進に
努めてまいりますので、皆様のご理解とご協力をよろし
くお願い申し上げます。

 ２　まとめ・総括
　議会基本条例に基づき、二元代表制の下でその一翼を
担う議会として、町民からの声を聴く ｢ 広聴活動 ｣ の議
会懇談会を本年度も開催しました。
　本年度は全 24 地区を会場として巡回し、テーマを設
けず、全議員を 4 班に編成し実施しました。

　これまでの懇談会では、議会への批
判がストレートに出される傾向があり
ましたが、今回は ｢ 町政懇談会の二番
煎じになっている ｣｢ 行政の後追いと
なっている」「議会でやるべき課題を明
確にして実施すべきだ ｣｢ 基本条例に
沿ってテーマを設けてやるべきだ ｣｢ 議
論を深め、もっと行政に対案や提案を
示していくべきだ ｣ など、従来にはな
かった具体的な意見を多く頂きました。
　議会への町民の大きな期待だと受け
止めています。さらに、24 地区会場で
開催したこともあり、各区の課題や実
状、悩みなども多く出され、新鮮な側
面もありました。このことは、大きな
収穫であったと考えています。
　今回の特徴的な意見では、冒頭に議
会からの報告事項で４点①地方創生②
ゴミ処理の広域化と有料化③認定こど
も園の進捗状況④加悦中学校改築工事
の進捗状況を掲げ、それらに関連した
発言が多くありました。
　特に ｢ 人口減少 ｣｢ 地域の再生 ｣｢ 地
域活性化 ｣ などについては、町民の方
も大きな関心があり、議会に対して

「どう考えているのか ｣｢ どうしていく
のか ｣ といった質問や、｢ もっと対案
も示し、深めてほしい ｣ などの意見が
出されました。他にも様々な分野 ･ 角
度での意見がありましたが、とりわけ
｢ 地域振興商品券 ｣ 事業については、
鋭い辛辣な意見が出されたと感じてお

ります。
　１班４名の体制で、議員間の連携や意欲が一
層深められたのではないかと感じる反面、参加
者の質問や意見に対する対応には、勉強不足を
感じる面も少なくなかったと受け止めておりま
す。

　以上を踏まえ、今後の議会の課題として
　①皆さんから頂いた多くの声を行政に届け、　
　　その実現に取り組む。
　②議会懇談会への若い世代や女性の参加も　
　　得られる対策を検討する。
　③町の政策に対し、議会として議員間討議を
　　深め認識共有を図り、対案・提案できるよ
　　う努める。
　④議員としての資質向上を一層図る。
　⑤各分野の団体との議会懇談会も意欲的に取
　　り組むなどが挙げられると総括しています。

　これからも
　①町民に見える議会
　②町民の声を聞き、その期待に応える議会
　③町民の参画と協働で進める議会
　④町民と共に政策提言できる議会
　に向けて、より一層努力を重ねていきたいと
　考えています。

 ３　町長へ要望書提出
議会懇談会で町民から寄せられた町に対するご
意見・ご要望のうち次の事項について、平成
２８年１月１４日に今田議長、多田副議長、伊
藤議会運営委員会委員長、宮﨑議会運営委員会
副委員長が、議会を代表して山添町長に要望書
を提出しました。

　　　　　　　《要望事項》
(1) 有害獣対策として整備された防護柵の維
持管理について、各区への財政的支援を求め
ます。
(2) 広域ごみ処理施設整備について、事業費
縮減の充分な協議と検討を行ない、周辺自治
区をはじめ町民への丁寧な説明に努められた
い。なお、先進地の施設では度重なる不具合
や事故が発生し問題が起こっているので、こ
の点も充分精査・検討されたい。　
(3) 学校の統廃合問題は町民にとって大きな
関心事であり、すでに平成 34 年の統合は困
難であると考える。新たな統廃合の方向性を
検討するよう求めます。
(4) 岩屋小学校の市場小学校への編入により
児童の登下校距離が延長されることとなり、
充分な安全対策を講じるよう求めます。
(5) 介護保険料等の町民負担が増加しており、
元気に暮らせる介護予防施策の充実を求めま
す。
(6) 府道網野岩滝線、府道加悦但東線の整備
促進に努められたい。
(7) 重要伝統的建造物群保存地区保全事業の
京都府補助金について、上限基準額が交付さ
れるよう京都府に対する要望を求めます。
(8) 本町は高浜発電所からの距離は僅かにＵ
ＰＺから外れる地域であるが、原子力防災対
策を講じると共に、住民避難計画の策定に努
められたい。
(9) 町内各区の地域要望に対して積極的に対
応されたい。

 ４　意見・要望などに対する回答
懇談会で参加者の皆様から寄せられたご意
見・ご要望の回答については、報告書として
まとめ、区長をはじめ関係者の皆様に配布し、
ホームページに掲載することとしています。




